
  

 

中 15回生(３年次) 
修学旅行記念写真 
鎌倉大仏(1913［大正２］） 

源頼朝の墓 
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江
ノ
島 

 

10

月
９
日
、
午
前
７
時
過
ぎ
に
上
野
駅
に
到

着
し
た
土
浦
中
学
校
３
年
生
の
修
学
旅
行
隊

は
、
東
京
市
電
の
路
面
電
車
で
新
橋
ま
で
行
き
、

新
橋
か
ら
東
海
道
線
で
横
浜
へ
。
横
浜
で
外
国

人
居
留
地
、
横
浜
港
、
日
本
丸
な
ど
を
見
学
。 

 
｢

…
…
、
外
国
人
が
、
沢
山
居
る
。
車
夫
【
人

力
車
を
引
く
男
】
ま
で
が
、
自
由
に
英
語
を
操
つ

て
居
た
の
は
、
感
心
に
堪
へ
な
か
つ
た
。
…

…
。｣

(｢

門
出｣

三
年
太
田
賢
雄) 

と
、
地
方
の
中
学
生
ら
し
い
感
想
を
洩
ら
し
な

が
ら
、
横
浜
駅
に
戻
り
、
再
び
東
海
道
線
に
乗

車
し
、
藤
沢
駅
で
下
車
。
藤
沢
駅
か
ら
は
、 

｢

北
条
通
ひ
の
ガ
タ
馬
車
(注 1)

ぐ
ら
い
ゆ
れ
る

電
車
【
江
ノ
電
】｣

 

に
乗
っ
て
片
瀬(

現
江
ノ
島)

へ
。 

雨
中
、
長
い
桟
橋
を
渡
り
、
江
ノ
島
の
宿
岩

本
楼
に
到
着
。
荷
物
を
預
け
る
と
三
々
五
々
、

島
内
を
散
策
。
江
島
神
社
、
龍
窟
、
稚
児
ヶ
淵

と
巡
る
途
中
で
は
、 

｢

さ
ざ
え
の
壺
焼
き
あ
り
。
此
地
の
名
産
と

や
ら
、
め
ず
ら
し
。｣

 

と
、
腹
の
虫
も
鳴
い
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

(注 1)

北
条
通
い
の
ガ
タ
馬
車 

 

土
浦
～
北
条
～
筑
波
を
運
行
し
て
い
た
乗
合
馬
車
。

鉄
輪
を
付
け
、
ガ
タ
ガ
タ
と
大
き
な
音
を
立
て
て
走
っ
た

の
で
、｢

ガ
タ
馬
車｣

と
呼
ば
れ
、
馭
者
の
吹
き
鳴
ら
す
ラ

ッ
パ
の
音
に
因
ん
で｢

ト
テ
馬
車｣

の
名
で
も
親
し
ま
れ
た
。 

 

鎌
倉 

 

10

日
は
、
一
日
中
行
軍
を
し
て
、
名
所
見
学
。

龍
の
口(

瀧
口
寺)

で
日
蓮
の
法
難
を
偲
び
、
腰

越
の
満
福
寺
で
は
義
経
・
弁
慶
主
従
の
苦
衷
に

涙
し
、
更
に
、
七
里
ヶ
浜
、
稲
村
ヶ
崎
、
と
鎌

倉
武
士
た
ち
が
鎬
を
削
っ
た
古
戦
場
を
辿
っ

て
い
き
ま
す
。
極
楽
寺
坂
切
通
し
を
越
え
る
と

御
霊
神
社
。
祭
神
は
鎌
倉
権
五
郎
景
正(

景
政)

。

16

歳
の
頃
、
後
三
年
の
役(

1083

［
永
保
３
］
年
～
1087

［
寛
治
元
］
年)

で
、
右
目
を
射
ら
れ
な
が
ら
も

奮
闘
し
た｢

武
勇
の
気
迫｣

に
心
打
た
れ
ま
す
。

長
谷
寺
に
詣
で
、
像
高
9.18

ｍ
の
ご
本
尊
木
造
十

一
面
観
音
立
像
を
拝
し
、｢

顔
面
に
は
慈
悲
の

色
を
顕
せ
り
。｣

と
、
観
音
様
の
功
徳
に
浴
し

ま
し
た
。
高
徳
院
鎌
倉
大
仏
で
は
１
銭
を
支
払

い
、
胴
内
を
見
学
。
最
後
に
記
念
に
、
と
皆
で

大
仏
に
登
り
写
真
撮
影
。
国
宝
に
指
定(

1958

［
昭

和
33
］
年
指
定)

さ
れ
て
い
る
現
在
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
た
ら
、
即
座
に
警
備
員
が
飛
ん
で

来
て
、
阻
止
さ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
が
、
当

時
は
、
文
化
財
保
護
の
意
識
も
薄
く
、
無
頓
着

な
時
代
で
し
た
。 

 

美
男
の
大
仏
様
(注 2)

に
別
れ
を
告
げ
て
、
こ
の

日
一
番
の
目
的
地
鎌
倉
宮
に
向
か
い
ま
す
。
大

塔
宮
護
良
親
王
【
後
醍
醐
天
皇
の
第
三
皇
子
】
を

祭
る
社
殿
と
社
殿
裏
の
土
牢
を
拝
観
。
土
牢
は

護
良
親
王
が
幽
閉
さ
れ
て
い
た
所
で
、 

｢

…
…
。
懸
崖
絶
壁
の
中
腹
を
穿
て
る
者
窺

へ
ば
昼
尚
暗
く
悽
愴
の
気
惨
と
し
て
人
に
逼

る
【
迫
る
】
、
実
に
建
武
二
年
七
月
廿
二
日
の
事

な
り
兇
賊
・
淵
辺
義
博
の
毒
刃
に
か
か
り
あ
へ

な
き
最
後
【
最
期
】
を
と
げ
さ
せ
ら
れ
給
ひ
し

遺
蹟
な
り
憤
慨
胸
に
満
ち
て
去
る
能
は
ざ
り

き
…
…
。｣

(｢

鎌
倉
め
ぐ
り｣

三
年
川
島
雄) 

と
、
悲
憤
の
思
い
、
遣
る
方
無
し
で
す
。 

 

鎌
倉
宮
社
前
の
茶
屋
で
昼
食
後
、
一
行
は
源

頼
朝
墓
に
詣
で
ま
す
。 

 
｢

七
百
余
年
前
六
十
余
州
を
一
意
の
許
に
動

し
、
関
東
鎌
倉
に
覇
府
を
開
き
し
右
大
臣
征
夷

大
将
軍
源
頼
朝
の
墓
を
探
ら
ん
と
数
十
級
の

石
段
を
匍
匐
す
れ
ば
松
杉
の
老
木
さ
な
が
ら

鉾
の
如
く
、
嵐
翠
【
ら
ん
す
い 

山
に
靄
が
立
ち

込
め
、
木
々
の
緑
の
鮮
や
か
な
こ
と
】
雲
を
凝
し
【
こ

ら
し
】
て
昼
な
ほ
暗
く
吹
き
渡
る
風
は
太
古
の

響
き
あ
り
。 

 
計
ら
ざ
り
き
、
此
の
如
き
老
杉
鬱
々
た
る
間

に
昔
を
忍
ぶ
頼
朝
公
の
孤
塔
立
ち
あ
る
と
は

…
…
。 

 

豪
慢
な
る
葛
は
、
墓
内
を
擅
い
ま
ゝ
【
ほ
し

い
ま
ま
】
に
し
ひ
た
げ
野
犬
来
り
て
痕
跡
を
残

す
。
昔
知
り
顔
な
る
老
松
の
梢
に
は
腥
風
【
せ

い
ふ
う 

生
臭
い
風
】
吹
き
入
り
て
昔
日
の
恨
を

訴
ふ
る
が
如
く
昔
の
繁
栄
な
る
【
成
る
】
面
影

今
い
づ
こ
に
か
あ
る
。 

 

嗚
呼
も
し
彼
の
【
か
の
】
当
年
北
条
氏
の
詐

謀
に
か
ゝ
ら
ざ
り
せ
ば
九
泉
の
旅
の
後
も
家

康
の
如
く
荘
厳
な
る
霊
墓
を
造
ら
れ
し
も
の

を
。 

 

余
は
感
慨
無
窮
去
ら
ん
と
欲
し
て
去
る
能

は
ず
躊
躇
や
ゝ
久
う
し
て
一
行
に
尾
し
て
遂

に
白
旗
神
社
に
赴
け
り
。｣

(
｢

源
頼
朝
の
墓
に
詣

づ｣

三
年
市
原
義
平) 

 

頼
朝
墓
に
詣
で
た
一
行
は
、
白
旗
神
社
、
鶴

岡
八
幡
宮
、
建
長
寺
を
訪
れ
た
後
、
鎌
倉
駅
か

ら
横
須
賀
線
を
利
用
し
逗
子
駅
下
車
、
葉
山
に

宿
を
取
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(注 2)

美
男
の
大
仏
様 

与
謝
野
晶
子
は
、
1900

［
明
治
33

］
年
頃
に
鎌
倉
大
仏
を

訪
れ
、｢

鎌
倉
や
御
仏
な
れ
ど
釈
迦
牟
尼
は
美
男
に
お
は

す
夏
木
立
か
な(

『
恋
衣
』1905
年
１
月
発
行)｣

と
詠
ん
で
い

る
。 

 

横
須
賀 

 

11

日
、
逗
子
か
ら
横
須
賀
へ
入
っ
た
時
の
様

子
を
３
年
久
保
田
麟
一
は｢

横
須
賀
軍
港
を
観

る｣

と
題
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 
｢

逗
子
駅
よ
り
汽
車
に
乗
る
。
人
々
こ
み
合

ひ
て
、
桶
に
蜜
柑
を
詰
め
た
る
が
如
く
、
身
動

も
な
ら
ず
。
只
時
々
、
人
々
の
袖
間
よ
り
山
の

青
き
を
見
る
の
み
、
俄
に
電
気
灯
の
点
ぜ
る
を

訝
る
程
に
、
突
然
闇
に
入
る
。
入
り
て
は
ま
た

出
で
、
出
で
ゝ
は
又
入
る
事
数
回
な
り
。
其
度

毎
に
煤
煙
車
窓
よ
り
襲
ひ
来
り
て
呼
吸
せ
ま

る
。
偶
々
壁
立
せ
る
嶮
山
三
方
よ
り
海
に
迫
る
、

一
海
湾
あ
り
て
、
灰
色
に
塗
ら
れ
た
る
、
駆
逐

艇
と
覚
し
き
も
の
数
隻
海
上
に
浮
べ
り
其
彷

彿
【
ほ
う
ふ
つ 

ぼ
ん
や
り
と
し
て
は
っ
き
り
し
な

い
さ
ま
】
だ
に
見
る
能
は
ざ
る
内
ト
ン
ネ
ル
を

過
ぎ
、
は
や
横
須
賀
に
着
け
り
。
見
渡
せ
ば
嶮

山
三
面
を
繞
り
【
め
ぐ
り
】
市
街
玦
状
【
け
つ
じ

ょ
う 

｢

玦｣

は
、｢

環
や
輪
の
１
ケ
所
が
切
れ
た
Ｃ
字

形｣

の
意
】
を
な
し
て
、
湾
縁
に
立
ち
並
べ
り
。

轟
々
丁
々
た
る
音
は
此
の
小
区
域
に
溢
れ
、
車

馬
絡
繹
【
ら
く
え
き 

道
路
に
人
馬
な
ど
の
往
来
が

絶
え
間
な
く
続
く
さ
ま
】
と
し
て
路
上
に
満
つ
。

湾
内
に
は
大
小
の
軍
艦
、
水
雷
艇
、
厳
然
と
し
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乃木大将の墓（左側は静子夫人） 
 

て
城
郭
の
如
く
小
船
は
波
を
蹴
つ
て
織
る
が

如
く
其
間
を
往
来
す
。
殊
に
、
無
線
電
信
柱
の

九
天
を
突
く
は
物
珍
し
く
覚
え
ぬ
。
…
…
。｣

 

と
、
海
軍
鎮
守
府
・
海
軍
工
廠
等
が
置
か
れ
、

日
本
屈
指
の
軍
都
と
し
て
急
速
に
発
展
す
る

横
須
賀
の
姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

物
珍
し
さ
に
加
え
、
工
廠
の
激
烈
な
音
に
驚

い
て
い
る
う
ち
に
、
一
行
は
海
軍
機
関
学
校
に

到
着
。
校
内
を
案
内
さ
れ
、
最
新
の
石
油
エ
ン

ジ
ン
に
舌
を
巻
き
、
魚
形
水
雷
に
胸
を
躍
ら
せ

ま
す
。
殊
に
目
に
付
い
た
の
は
、
室
外
に
据
え

置
か
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
第

１
戦
艦
隊
所
属
の
水
雷
艇
。
煙
突
は
傾
き
推
進

器
も
破
れ
、
全
艇
蜂
の
巣
状
態
の
姿
に
、
日
本

海
海
戦
の
激
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

 

機
関
学
校
を
辞
し
、
次
に
海
軍
工
廠
を
見
学
。

久
保
田
は
造
船
廠
の
様
子
を
、 

 
｢

…
…
、
【
巡
洋
戦
艦
】
比
叡
は
落
成
に
近
づ

き
千
万
の
職
工
蟻
の
群
れ
の
如
く
働
け
り
。
そ

の
響
き
、
轟
々
と
し
て
、
我
が
声
す
ら
聞
き
別

く
る
こ
と
難
し
。
レ
ー
ル
敷
き
つ
め
し
道
を
行

く
、
煤
に
汚
れ
し
黒
色
の
鉄
板
屋
根
両
側
に
並

び
て
轟
々
た
る
響
き
の
中
に
油
じ
み
た
る
服

を
ま
と
ひ
し
職
工
千
鈞
の
鉄
槌
を
自
由
に
操

つ
て
居
る
様
。
勇
ま
し
と
も
勇
ま
し
、
…
…
。｣ 

と
、
記
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
も
見
学
を
許

す
な
ど
、
機
密
保
持
等
に
関
し
て
は
無
頓
着
な

時
代
で
し
た
。 

 

海
軍
下
士
官
集
会
所
で
昼
食
を
終
え
、
戦
艦

｢

壱
岐｣

に
向
か
い
ま
す
。
壱
岐
は
、
元
バ
ル
チ

ッ
ク
艦
隊
の
第
３
戦
艦
隊
旗
艦
で
あ
っ
た
戦

艦｢

イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
・
ニ
コ
ラ
イ
１
世｣

で
、

日
本
海
海
戦
で
連
合
艦
隊
に
包
囲
さ
れ
降
伏
、

日
本
海
軍
に
よ
っ
て
鹵
獲(

ろ
か
く)

さ
れ
(注 3)

、
壱

岐
と
改
名
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

３
年
寺
門
信
比
古
は
、
壱
岐
乗
船
の
体
験
を

｢

軍
艦
壱
岐｣

と
題
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。 

 
｢

歩
く
と
ふ
ら
ふ
ら
す
る
縄
梯
子
を
伝
う
て

身
は
早
九
千
何
百
噸
か
の
一
大
艨
艟
の
後
甲

板
に
立
つ
た
、
や
が
て
案
内
の
水
兵
に
つ
い
て

一
同
二
組
に
分
れ
て
艦
内
を
観
る
先
づ
前
艦

橋
に
登
れ
ば
そ
こ
か
ら
は
横
須
賀
の
湾
内
が

一
目
に
見
え
湾
内
に
碇
泊
し
て
居
る
大
小
の

船
艦
、
陸
上
に
海
兵
団
(注 4)

の
兵
舎
や
山
上
に
立

つ
て
居
る
無
線
電
信
の
柱
な
ど
皆
目
新
し
く

感
ぜ
ら
れ
い
づ
れ
も
軍
港
だ
な
と
い
ふ
考
を

起
さ
せ
る
、
こ
ん
な
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
る
内
に

皆
下
へ
下
つ
て
行
く
か
ら
自
分
も
つ
い
て
行

く
と
か
ね
て
見
た
い
と
思
う
て
居
た
司
令
塔

へ
入
た
周
り
は
堅
固
な
鋼
鉄
で
包
ま
れ
て
居

り
内
に
は
艦
の
脳
髄
と
も
見
る
べ
き
羅
針
盤

そ
の
他
諸
種
の
命
令
機
関
が
備
つ
て
居
る
此

の
中
に
居
る
艦
長
の
考
一
つ
で
か
ゝ
る
大
軍

艦
を
自
由
自
在
に
動
か
す
こ
と
が
出
来
る
か

と
思
う
て
い
さ
ゝ
か
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
、
水

兵
に
導
か
る
ゝ
ま
ゝ
に
そ
こ
を
去
つ
て
い
よ

い
よ
十
二
吋
【
イ
ン
チ
】
の
巨
砲
を
見
る
。
乃

ち
前
部
の
甲
板
に
出
る
と
音
に
聞
く
十
二
吋

が
に
よ
つ
き
り
と
砲
塔
か
ら
つ
き
出
し
て
居

る
さ
ら
に
砲
口
を
見
た
時
は
一
入
【
ひ
と
し
お
】

大
き
さ
を
増
し
た
実
に
こ
れ
だ
け
を
見
て
も

海
戦
の
壮
大
な
こ
と
が
わ
か
る
が
今
は
こ
ん

な
砲
は
旧
式
に
属
し
て
十
四
吋
の
大
砲
が
採

用
さ
れ
て
居
る
と
聞
い
て
益
々
驚
い
た
、
そ
れ

か
ら
艦
内
を
一
巡
し
て
後
甲
板
に
出
る
と
目

の
前
に
は
嘗
て
日
本
海
海
戦
の
折
敵
司
令
官

が
士
官
室
の
卓
子
掛
【
テ
ー
ブ
ル
掛
け
】
を
白
旗

に
代
へ
て
掲
げ
た
と
い
ふ
そ
の
大
檣
【
だ
い
し

ょ
う 

大
き
な
帆
柱･

マ
ス
ト
】
が
巍
然
【
ぎ
ぜ
ん 

高
く
聳
え
立
つ
さ
ま
】
と
し
て
中
空
に
聳
え
て
ゐ

る
当
時
の
有
様
が
目
に
見
え
る
様
な
感
が
殊

に
深
か
つ
た
、
…
…
。｣

 

と
、
巨
艦
と
そ
の
巨
砲
に
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、｢

ニ
コ
ラ
イ
１
世｣

が｢

壱
岐｣

と
改
名

さ
れ
て
岸
壁
に
繋
が
れ
、
学
生
生
徒
の
見
学
コ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
現
状
を｢

恥
を
さ
ら
す
な

り
。｣

と
断
じ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
大
海
原

を
遊
弋(

ゆ
う
よ
く)

し
戦
火
を
交
え
て
こ
そ
の

軍
船
で
、
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
は
恥
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
責
め
は
、
バ
ル
チ
ッ
ク

艦
隊
司
令
長
官
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー

中
将
、
第
３
戦
艦
隊
司
令
長
官
ネ
ボ
ガ
ト
フ
少

将
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
海
軍
の
将
官
、
将

兵
が
負
う
べ
き
も
の
で
す
。
久
保
田
は｢

横
須

賀
軍
港
を
観
る｣

を
、 

 
｢

此
を
以
つ
て
知
る
国
の
発
展
は
其
の
兵
力

の
如
何
に
関
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
独
り
其
の

士
気
の
如
何
に
関
す
る
も
の
な
る
を｣ 

と
結
ん
で
い
ま
す
。 

 

壱
岐
か
ら
下
り
た
一
行
は
、
横
須
賀
駅
か
ら

東
京
に
戻
り
、
宿
に
入
り
ま
し
た
。 

 

(注 3)

日
本
海
軍
に
よ
っ
て
鹵
獲
さ
れ 

 

日
本
海
海
戦
の
1905

年
５
月
28

日
、
日
本
海
軍
に
よ
っ
て

ロ
シ
ア
艦
５
隻
が
鹵
獲
さ
れ
、
６
月
６
日
に
改
名
の
上
、
軍

艦
籍
に
編
入
さ
れ
た
。 

戦
艦｢

オ
リ
ョ
ー
ル｣

は
戦
艦｢

石
見｣

、｢

セ
ニ
ャ
ー
ヴ
ィ

ン｣

は
海
防
艦｢

見
島｣

、
駆
逐
艦｢

ベ
ド
ー
ヴ
イ｣

は｢

皐

月｣

、｢

ア
プ
ラ
ク
シ
ン｣

は
海
防
艦｢

沖
島｣

、
そ
し
て
、
戦

艦｢

ニ
コ
ラ
イ
１
世｣

が
戦
艦｢

壱
岐｣

と
命
名
さ
れ
た
。 

な
お
、
壱
岐
は
1915

［大
正
４
］年
10

月
に
、
標
的
艦
と
し

て
巡
洋
戦
艦｢

金
剛｣･｢

比
叡｣

の
砲
撃
で
沈
め
ら
れ
た
。 

 

(注 4)

海
兵
団 

 

旧
日
本
海
軍
で
、
各
軍
港
に
置
か
れ
た
陸
上
部
隊
。

所
轄
の
鎮
守
府
に
属
し
、
軍
港
の
防
備
・
警
備
に
当
た
っ

た
ほ
か
、
補
欠
員
と
し
て
入
団
す
る
下
士
官
・兵
を
収
容
、

教
育
し
、
艦
船
部
隊
な
ど
の
欠
員
補
充
を
担
った
。 

 

東
京 

 

12

日
朝
、
宿
を
出
た
一
行
は
、
青
山
練
兵
場

跡(

現
神
宮
外
苑)

に
設
け
ら
れ
た
青
山
葬
場

殿
に
向
か
い
ま
す
。
こ
の
年
（
1912

［
明
治
45

］
年
）

の
７
月
30

日
、明
治
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
同
［
大

正
元
］
年
９
月
13

日
に
大
喪
の
礼
が
、
こ
こ
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
８
時
、
葬
場
殿
に

向
か
う
葬
列
が
皇
居
を
出
発
す
る
と
、
夜
間
に

も
拘
わ
ら
ず
、
沿
道
は
葬
列
を
見
送
る
人
々
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
立
錐
の
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。

午
後
11

時
前
、
葬
場
殿
に
到
着
。
深
夜
に｢

葬

場
殿
の
儀｣

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
儀
式
終

了
後
、
明
治
天
皇
の
柩
は
、
御
霊
柩
列
車
に
乗

せ
ら
れ
、
翌
９
月
14

日
午
前
２
時
に｢

青
山
仮

停
車
場｣

か
ら
、
中
央
線
・
山
手
線
・
東
海
道

本
線
・
奈
良
線
を
経
由
し
て
、
伏
見
桃
山
陵
に

移
さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
喪
か
ら
１
ヶ
月
を
過
ぎ
た
こ
の
日
も
、
哀

悼
の
誠
を
捧
げ
る
人
々
は
引
き
も
切
ら
ず
続

い
て
い
ま
す
。
一
行
も
列
を
整
え
、
服
装
を
正

し
て
葬
場
殿
に
赴
き
ま
す
。
竹
の
矢
来
を
繞
ら

し
、
広
々
と
し
た
葬
場
殿
は
質
朴
な
が
ら
も
荘

厳
、
生
徒
た
ち
の
心
も
自
ず
と
改
ま
り
ま
す
。

各
々
御
大
喪
当
日
の
葬
礼
に
思
い
を
致
し
、
頭

を
垂
れ
、
敬
礼
。
感
に
打
た
れ
、
刻
々
と
移
り

ゆ
く
時
を
忘
れ
て
、
御
霊
柩
車
を
拝
し
ま
し
た
。 

 

葬
場
殿
を
後
に
、
乃
木
将
軍
の
墓
に
詣
で
る

た
め
、
塵
立
ち
舞
う
混
雑
の
中
を
青
山
墓
地
に

向
か
い
ま
す
。
乃
木
希
典
陸
軍
大
将(

母
堂
寿
子

刀
自
は
土
浦
土
屋
藩
士
長
谷
川
金
太
夫
の
娘
。
霊
堂

が
市
内
東
光
寺
に
あ
る
。)

は
、
明
治
天
皇
の
葬
列

出
発
の
時
刻
に
合
わ
せ
て
、
乃
木
坂
の
自
宅
で
、 

 
｢

う
つ
志
世
を
神
去
り
ま
し
ゝ
大
君
乃 

 

み
あ
と
志
た
ひ
て
我
は
ゆ
く
な
り｣ 

の
辞
世
の
歌
を
残
し
て
、
静
子
夫
人
と
と
も
に

自
刃
、
殉
死
さ
れ
ま
し
た
。
乃
木
家
の
墓
地
に

は
老
若
男
女
が
、
将
軍
の
忠
魂
を
弔
お
う
、
と

次
々
と
歩
を
運
ん
で
い
ま
す
。
捧
げ
ら
れ
た
花

が
墓
地
を
埋
め
、
墓
前
に
は
何
十
束
と
い
う
線

香
が
淡
い
煙
を
上
げ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は

言
う
に
言
わ
れ
ぬ
悲
哀
の
感
が
胸
に
迫
り
、
人

知
れ
ず
涙
で
袖
を
濡
ら
し
ま
し
た
。 

             

青
山
葬
場
殿
で
奉
悼
の
襟
を
正
し
、
乃
木
将

軍
の
墓
前
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
一
行
は
、
上

野
不
忍
池
畔
の
拓
殖
博
覧
会
場
へ
急
ぎ
ま
し

た
。
博
覧
会
場
で
は
、
日
清
・
日
露
の
戦
役
で

日
本
領
と
な
っ
た
台
湾
・
樺
太
の
展
示
館
を
見

学
し
、
上
野
駅
か
ら
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。 

 
 
  

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(

高
21

回 

松
井
泰
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